
鋳物づくりの基本を学ぶ 鋳造工学教室 レビューシート 

第 20 回講座 … 鋳造シミュレーション 
 

Q1. 鋳造シミュレーションを利⽤することで⼀般的にどんなメリットが
期待できると考えられますか︖ 

 

鋳造後の鋳型内の溶湯流れや凝固進⾏の過程を可視化することで、鋳
造⽋陥の発⽣危険部位を特定したり、設計した鋳造⽅案が適切であるか
を判定したりすることで、品質の良い鋳物製作に役⽴つことが期待でき
る。 

 
 

Q2. 中堅鋳造解析ソフトのソルバーで採⽤されている「直交差分法」は、
湯流れや凝固の理論式をどのようにして計算していますか︖ 

 

直交差分法は、鋳物や鋳型の⽴体形状を微⼩な⽴⽅体(あるいは直⽅
体)に分割し、微⼩時間ごとに有限の微⼩区間ごとの溶湯や熱エネルギー
の移動量を流体⼒学や伝熱工学の理論に基づいて逐次計算して鋳型内の
溶湯移動や鋳型内に満たされた溶湯が冷却･凝固していく過程をシミュ
レーションする。 

 

Q3．鋳造シミュレーションで解析を⾏うに当たり、材料物性や境界条件を
与えますが、凝固解析で与えるべき境界条件にはどのようなものがあ
りますか︖ 

 

凝固解析では、材料ごとの物性値に加え、境界条件として鋳物(溶湯)
と鋳型との間の熱伝達率(熱抵抗)の値や、鋳物の初期温度(注湯温度)、
鋳型の初期温度などを指定する必要がある。鋳型の嵩密度や熱伝導率も
鋳型の製作条件によって異なるので、境界条件に準じて指定する。 

 

Q4．数値計算による鋳造シミュレーションの結果と実際の鋳造との間に
誤差が出るのはなぜですか︖ その原因について説明してください。 

 

差分法による解析計算では、連続する現象を差分化する際の誤差や計
算誤差などが避けられない。加えて、解析計算では現実の物理現象をい
くつかの理論に基づいてモデル化して計算するが、抽出された理論では
実際の現象の全てを再現できないため、鋳造シミュレーションでも計算
モデルに基づくモデル誤差が含まれる。 

 

Q5．鋳造シミュレーションを利⽤する際に配慮すべき「解析コスト」とは
どのようなことを指しますか︖ また、解析コストを低く抑えるにはど
のような⽅法がありますか︖ 

 

鋳造シミュレーションにおける“解析コスト”は、計算に要する時間や
これに関わる人件費などをいう。解析コストを下げるためには、要素分
割を少し粗めにして計算時間の短縮を図ることや、解析結果に対する判
断能⼒をもった技術者の育成が有効である。 




